
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長   椎橋 秀行 

 

 早いもので今年度も、残りわずかひと月となりました。 3 年生の卒業式までの登校日数は、

今日 3 月 1 日を含め 1３日 、1、 2 年生は修了式まで 1６日となりました。 この 1 年を振り

返りますと、 新型コロナウイルス感染防止による制限が緩和され、ほぼ教育計画通りの活動が

できたように思います。PTA の皆様には、森田会長を中心に、遠泳大会や餅つき大会など、明

るく楽しく温かく学校を支えていただきました。さらに、地域の皆様には、職場体験をはじめ、

安全面や小笠原学習の外来種駆除や戦跡調査、海洋調査など、広い視野から学校や生徒を指導・

支援していただき、「島っ子への愛」を注いでくださいました。地域の皆様の生徒へのお褒めの

言葉が、生徒や教職員にとって大きな自信につながったことは間違いありません。 

 

 日々の授業や総合発表会等では、学習者用端末を活用し、ディスカッションやプレゼンテーシ

ョンで豊かな表現力を発揮してくれました。部活動等では 異年齢集団で明るく元気に活動する

姿が至る所にあり、特に、３月１０日（日）に行われる音楽発表会は、３年生が３年間技術を磨

きながら、下級生への支援をした成果が発揮されるものと期待しています。紙面の都合で紹介し

きれませんが、まだまだ多くの活躍と成長した生徒たちの姿がありました。 

 

生徒の「伸び代は無限」です。生徒の力は信じられないほど大きなものがあります。私の経験

の中でも、「これは難しいだろう」と思えた課題を、簡単に乗り越えていく姿を幾度となく見て

きました。大人が考えている状況よりはるかに上を見据えている生徒も見てきました。私たち教

職員も今の状況に満足することなく、生徒の力をさらに大きく伸ばしていくために、教育活動の

工夫・改善を図ってまいります。保護者・地域の皆様の変わらぬご支援とご協力をお願いいたし

ます。私の小笠原への着任と時を同じく中学生になった生徒がもう卒業とは、まさに「光陰矢の

ごとし」と実感します。きっと入学当時の初々しい姿は、今の姿からは想像できないことでしょ

う。 

本校へ通う時間はわずかとなりましたが、 卒業までにやれることはまだあります。それらに

全力で取り組み、有終の美を飾ってください。そして、新たな世界へ羽ばたいていってほしいで

す。彼らを引き継ぐ 1、 2 年生も含め、これから先、壁にぶつかることがあるでしょう。しか

し、いつでも自分を信じ、友達を信じ、家族を信じ、教職員やかかわりのある人たちとともに、

様々なことに前向きに取り組んでいってほしいと願っています。 「伸び代は無限」なのですか

ら・・・。 

 

 

 

小 笠 原 村 立 小 笠 原 中 学 校 

学校だより 
学校フェイスブック 

https://www.facebook.com/ogasawara.jhs 

学校ホームページ 
https://www.ogachu.ogasawara.ed.jp 
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小笠原村立小笠原中学校 

校 長 椎 橋  秀 行 



１年間を振り返って 

第１学年主任  湯本 美樹 

中学校に適応することができるか、不安な顔で入学し 

てきた１年生も、この１年間で心も身体も大きく成長し、 

立派な中学生になりました。この学年の生徒たちは、ど 

んな授業や行事であっても一生懸命取り組むことができ 

ます。その一生懸命さに応えてあげたいと、見ている大 

人が感じるほどです。放課後学習会も、そんな大人たち 

の気持ちの表れです。何事にも一生懸命取り組めるとい 

うことは、知らない間に自分に底力が付いているという 

ことです。その力の断片が、いつか繋がり、大きな花を 

咲かせてくれる日がくると思います。そんな２年生になってくれると期待が膨らむ来年度です。 

 

第２学年主任  矢代 祥大 

今年度の２年生を一言でいうと、「成長」だと思います。 

学年全体も、一人一人も大きく成長することができた１ 

年間だったと思います。平和学習では、貴重なお話を聴 

かせてもらったり、硫黄島訪島事業に参加したりする中 

で、色々な人の「思い」を受け止めることができ、「忘 

れない・伝える・もっと知る」ことの大切さに気付くこ 

とができました。職場体験では、島内の人々に手厚く支 

えていただきながら、働くことの大変さだけでなく、意 

義や楽しさを学ぶことができました。生徒会活動や委員 

会、部活動でもリーダーとして学校をひっぱり、活躍する姿をたくさん見ることができました。こうした

経験を通して成長した姿は、日々の学校生活の中で自信となって表れているように感じます。とても良

い雰囲気で３年生を迎えられそうです。３年生の１年間は、人生の中でもとても大事な期間になります。

さらなる「成長」を期待しています。 

第３学年主任    柴山 暁人 

この学校便りを読む頃は、卒業まで２週間を切ったと 

ころだと思います。３年生のみなさんは、この１年間の 

各行事に取り組むにあたり、大きくそして逞しく成長し 

ていったと感じます。 

 修学旅行では、大変な状況ではありましたが、仲間を 

想う気持ちやそれに応じた行動をしてくれたみなさんが 

いました。総合発表会では、３年間の集大成であり自分 

たちが経験してきたことについてユーモアを交えて一生 

懸命に伝えていた立派な姿がありました。それは、毎日の生活を大切に過ごしていたからこそ成し遂げたこと

だと思います。今、世界は混沌とした状況にあります。その解決には、みなさんがこの小笠原中学校で学んだ

【英知を磨く・身体を鍛える・真理を究める】こと、すべてを出すことで解決できるかもしれません。今後の

人生に役立ててください。１年間、素敵な時間をありがとうございました。 

 

作品展示                                      文化的行事委員会   苅谷  致 

 

今年度は２月６日（火）から１０日（土）まで，各教科 

の授業で取り組んできた作品の展示が行われました。生徒 

の投票による優秀作品の表彰を行いましたが、表彰された 

作品以外でも、各生徒のこだわりを感じられる作品が数多 

くありました。また、総合の作品ではどの学年でもパソコン 

を使った作品が並び、時代の移り変わりを感じられるもの 

でした。展示期間が終了し、作品が生徒に返却されていきま 

すので、ぜひ各ご家庭でも話題にして頂ければと思います。 

 



ロードレース大会から見えてくるもの       保健体育科   柴山 暁人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月４日（日）に第５１回小笠原ロードレース大会が開催されました。当日、女子は４ｋｍ、男子は６

ｋｍを走りました。その懸命に走る姿や仲間を応援する姿がとても印象的でした。この期間では、保健体

育の授業でも持久走単元を実施しました。仲間と協力し、『自分が心地よく感じることができるペース』

を様々な方法から探っていきました。また、ラップタイムも取ることにより、『理想型』を目指して走る

ことで授業への取り組む意識が変わってきたと思います。今年度の授業を経てとても印象に残ったこと

は、２回目の 1000m の測定時に「先生～！あと１秒きることができなかったぁ～！」と、とても悔し

そうにしていた姿でした。この授業の中で、自分や仲間の走りから多くを学び、自分の身体と相談しなが

ら『走ること』に達成感を味わい、目標に向けて努力する姿を感じました。そして、持久走が苦手だった

としても、悔しさが出るほど授業に一生懸命に取り組んでくれたからこそ表れた『悔しさ』にとても嬉し

くなりました。 

このロードレース大会に向けて各個人が準備をして臨んだと感じます。各々が経験したことを今後の

学校生活に活かしてください。みなさん、よく走りました！最後に生徒の感想を紹介します。 

・『１つ工夫したり、１つ意識することで楽に走れたりしたので、少しのことを工夫したいと思いました。

来年も最後まで走りきりたいです。』 

・『やっぱり持久走は苦手だなぁと改めて思いました…。でも、１回目の測定よりも２回目の測定では、

苦しかった走りから理想の走りができて、とても嬉しかったです。持久走は練習すれば自分のペース

を見つけて上手に走れることがわかりました。来年は、ロードレースでバテずに走りたいです。』 

・『お椀型で走れるようになった。去年のロードレース大会の時より順位が上がったし、授業のタイムも

縮んだので嬉しかった。来年はもっと速く走れるようになりたい。』 

・『コツがわかると走るのが楽しくなってくる。呼吸を整えないと４ｋｍは結構キツい。自分のペースで

走れてよかった。授業でいいって言われた姿勢で走れた！！４ｋｍを歩かずに走り切れた。』 

・『遅く走るとペースを保つのも簡単だし楽だけれど、少しキツいくらいの方が、運動後の達成感や楽し

さを感じることができた。励ましてもらうのも競うこともできるので、１人で走るよりは、他の人と走

った方が良い記録が出せそうだと思った。』 
 

道徳授業地区公開講座                           道徳担当  湯本 達也 

2 月 10 日土曜日に道徳地区公開講座が行われました。1 学年、2 学年は「相互理解、寛容」をテーマ

に、3 学年は「思いやり、感謝」をテーマとして扱いました。この１年間、本校の道徳の授業は「考え、

議論する道徳」を目標に取り組んできました。各学年とも生徒が課題に対して、自分の考えをしっかりと

持ち、他の生徒との議論を通して考えを深めるきっかけにつなげることができていました。生徒一人一

人が、今後の自分の生き方や考え方に今回の授業の内容を活かしていくことを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 



新入生説明会・体験授業                        教務主任  宮本 寛信 

 2 月 15 日(木)に 6 年生に向けて新入生説明会が 

行われました。初めは、中学校生活への期待と不安が 

入り混じっていた６年生でしたが、説明会を通して、 

学校生活のイメージが具体的に湧いてきた様子でした。 

未来への一歩を踏み出すための、貴重な機会となりま 

した。 

体験授業では「アルゴロジック」というゲーム感覚でプログラミングを体験する課題解決型ゲームソ

フトを活用して授業を行いました｡楽しいゲームを通して、シンプルな手順を考え、一生懸命になって論

理パズルに取り組みました。最後には、それぞれのアイディアで問題をクリアし、自信を深めることがで

きました。 

 
 

 

 

音楽発表会・スポーツフェスティバル・３年生を送る会について 

 １年間の吹奏楽や合唱の成果を発表する音楽発表会、そして３年生送別の行事を以下の日程で行います。ご多用

の折とは存じますが、ぜひこの機会に参観をお願いいたします。詳しくは２月２０日に配付されている「音楽発表

会・三年生を送る行事のお知らせ」をご覧ください。 

 ○スポーツフェスティバル………３月 ５日（火）８時３０分～１２時００分  【場所】校庭または小中学校体育館 

 ○音楽発表会・３年生を送る会…３月１０日（日）９時２０分～１１時１５分 【場所】小中学校体育館 

 

郷土講座について 
今年度も地域の皆様のご協力により、３月２２日（金）に実施します。イカバケ作り（山田 良一さん）、タコノ

葉細工（大井 康代さん）、島料理作り（上部 仁さん）、紙すき（森脇 美知さん）、木工体験（伊能 赳さん）の５講

座に分かれて体験学習を行います。ふるさと小笠原の工芸品や料理等の伝統文化に親しむ貴重な機会として、ご指

導くださる講師の皆さまに感謝申し上げます。 

月 火 水 木 金 土 日 

    １安全指導 
自転車安全点検 
部長会・委員会・中央委員会 

都立一次発表 

２ 

 
３○入  

村フットサル教室 

４村フットサル教室 
生徒会朝礼 
海洋調査講義（１・３年） 

５ 
スポーツフェス

ティバル 

６○出  芝生の日 

食育講話 

避難訓練 

７海洋調査（１・３年） ８ 

 音楽発表会前日

準備 

９○入  

都立二次試験 

 

１０ 
音楽発表会 

３年生を送る会 

１１ 

振替休業日  
２年学年レク 

１２○出  

お弁当の日 
ゲートボール交流会（３年） 

１３ 
保護者会 
 

１４ SC勤務日 

卒業式予行 
１５ 
 

１６○入  

３年学年レク 

１７ 

 

１８ 
学校朝礼 

１９○出  

卒業式 
１年学年レク（午後） 

２０ 
春分の日 

２１ 
海洋調査予備日 

２２○入  

大掃除 

郷土講座 

２３ 
 

２４ 

 

２５○出  

全体学活 

修了式 離任式 

２６ 
春季休業日始 

２７ 

 
２８○入  

 

２９ 

 

３０ ３１○出  

見送り式 

４月の主な予定・４月 ３日（水）…出迎え式               ・４月 ５日（金）…春季休業日終  

        ・４月 ８日（月）…始業式 自転車安全点検（２・３年）  ・４月 ９日（火）…入学式 

        ・４月１７日（水）…保護者会・修学旅行保護者説明会    ・４月１９日（金）…PTA 新旧役員会 

        ・４月２５日（木）…PTA 総会               ・４月２７日（土）…こどもまつり 


